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井
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校
長 

今
村 

美
己 

 

一 

本
校
の
沿
革
（
二
十
周
年
記
念
誌
参
照
一
部
抜
粋
） 

 

昭
和
二
十
二
年
開
校
、
玉
井
小
の
片
隅
に
仮
住
ま
い
。
校
舎
も

机
も
な
い
中
、「
ゴ
ー
ハ
ラ
山
」
に
校
舎
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

が
、
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
、「
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
学
校
が
で
き
る
の
か
、
し
か
し
一

日
も
早
く
校
舎
を
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
、
全

生
徒
・
職
員
で
シ
ャ
ベ
ル
、
の
こ
ぎ
り
、
カ
マ
な
ど
を
も
っ
て
人

力
で
開
拓
を
し
た
。
木
を
切
り
、
根
を
掘
り
、
石
を
運
び
、
土
を

平
ら
に
な
ら
す
と
い
う
作
業
が
毎
日
続
い
た
。 

 

そ
う
し
て
昭
和
二
十
五
年
に
校
舎
建
築
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
一
年
体
育
館
、
昭
和
四
十
五
年
プ
ー
ル
竣
工

と
続
く
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
四
年
本
校
舎
改
築
竣
工
、
平
成
三

年
新
体
育
館
竣
工
、
平
成
八
年
新
校
舎
竣
工
、
令
和
五
年
プ
ー
ル

解
体
。
現
在
に
至
る
。 

 

二 

校
章
・
校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

１ 

校
章 

制
定
年 

昭
和
二
十
二
年
九
月
九
日 

図
工
主
任
だ
っ
た
小
林
啓
三
先
生
が
考
案
。
校
章
の
周
り
は
桜
の

花
び
ら
。
開
校
当
時
は
玉
井
小
の
桜
の
木
の
下
で
勉
強
す
る
「
青

空
教
室
」
だ
っ
た
の
で
、
桜
の
花
び
ら
を
四
枚
。
そ
の
先
が
八
つ

あ
る
の
は
、
四
方
八
方
の
幸
福
を
願
う
と
い
う
意
味
。
花
び
ら
の

外
枠
を
な
ぞ
る
と
玉
井
の
「
井
」
の
字
。
４
枚
の
花
び
ら
の
間
に

は
「
ま
が
玉
」
。
玉
井
寺
（
ぎ
ょ
く
せ
い
じ
）
の
井
戸
か
ら
「
玉
」

が
出
る
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
。「
中
」
の
字
の
周
り
の
黒
い
点
々

は
、
玉
井
学
区
の
方
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
玉
井
中
は
生
徒
、
職
員

と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
表
し
た
。 

 

２ 

校
歌 

制
定
年 

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
三
日 

第
３
代
校
長
、
太
田
𣳾
治
先
生
が
友
人
の
宮
澤
章
二
先
生
に
歌
詞

を
、
そ
し
て
東
京
に
出
向
い
て
作
曲
家
、
大
中
恩
先
生
に
メ
ロ
デ

ィ
を
お
願
い
し
た
。「
校
歌
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
そ
し
て
い

つ
ま
で
も
母
校
の
心
の
絆
と
し
て
歌
わ
れ
る
よ
う
な
名
曲
を
作

っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
太
田
校
長
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。 

 



 


